
トリハロメタン４物質の食品健康影響評価結果

物質名 ヒトへの発がん性 遺伝毒性 ＴＤＩ NOAEL等 不確実係数 ＮＯＡＥＬ等の設定根拠 他機関の評価状況

クロロホルム
可能性あり

なし 12.9 μg/kg体重/日
LOAEL：
12.9 mg/kg 体重/日

１０００
（種差、個体差、
LOAEL使用：各１０）

イヌを用いた7.5年間
の強制経口投与試
験におけるALT増加
及び肝臓の脂肪性
嚢胞の増加

IARC：グループ２B
WHO（第3版）： TDI 1３ μｇ/kg体重/日(LOAELから）

WHO（一次追補）：TDI 15 μg/kg体重/日

EPA：TDI 10 μｇ/kg体重/日(LOAELから）

　　　 TDI 10 μｇ/kg体重/日(BMDL10から）

水質基準見直し：
       TDI 12.9 μｇ/kg体重/日(LOAELから）

ブロモジクロロメタン
可能性否定で

きない
ないと

考えられる
6.1 μg/kg 体重/日

LOAEL：
6.1 mg/kg 体重/日

１０００
（種差、個体差、
LOAEL使用：各１０）

ラットを用いた2年間
の混餌投与試験に
おける雄の肝障害

IARC：グループ２B
EPA：TDI 20 μｇ/kg体重/日（LOAELから）

　　 　経口傾斜係数　6.2×10-2/mg/kg体重/日
水質基準見直し：ＴＤＩ　6.1 μg/kg体重/日

ジブロモクロロメタン

≪案1≫可能性
否定できない

≪案2≫あると
は言い難い

ないと
考えられる

21.4 μg/kg体重/日
NOAEL：
21.4 mg/kg 体重/日

１０００
（種差、個体差、亜急
性試験：各１０）

ラットを用いた90日
間の強制経口投与
試験における肝臓の
病理組織学的影響

IARC：グループ３
WHO(第3版及び一次追補)：21.4 μｇ/kg体重/日

EPA：ＴＤＩ　20 μｇ/kg体重/日

　　 　経口傾斜係数　8.4×10-2/mg/kg体重/日
水質基準見直し：21 μｇ/kg体重/日

ブロモホルム

≪案1≫可能性
否定できない

≪案2≫あると
は言い難い

ないと
考えられる

17.9 μg/kg体重/日
ＮＯＡＥＬ：
 17.9 mg/kg体重/日

１０００
（種差、個体差、亜急
性試験：各１０）

ラットを用いた90日
間の強制経口投与
試験における肝細胞
空胞形成の増加

IARC：グループ３
WHO(第3版及び一次追補)：
       ＴＤＩ 17.9 μｇ/kg体重/日

EPA：TDI 20 μｇ/kg体重/日

        経口傾斜係数　7.9×10-3/mg/kg体重/日
水質基準見直し：TDI 17.9 μｇ/kg体重/日
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クロロホルム

発がん性

ヒトに対して発がん性を
有する可能性あり

遺伝毒性の関与はない

発がん性に対するTDI算出

発がんに関する適切なNOAEL
を得ることが困難

BMDアプローチ（ラットの発がん性試験、腎発がん）
BMD：105 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、発がん性10）
TDI：105 μg/kg体重/日

非発がん性

イヌの7.5年間経口投与試験

ALT増加、肝臓の脂肪性嚢胞増加
LOAEL：12.9 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、LOAEL10）
TDI：12.9 μg/kg体重/日

肝臓の脂肪性嚢胞増加
BMD：1.0 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10）
TDI：10 μg/kg体重/日

トリハロメタン4物質の評価の流れ

ブロモジクロロメタン

発がん性

ヒトに対して発がんの
可能性を否定できない

遺伝毒性の関与はないと考えられる

発がん性に対するTDI算出
腎の腫瘍と腺がん合わせた発生頻度上昇

NOAEL：25 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、発がん性10）
TDI：25 μg/kg体重/日

非発がん性

ラット2年間混餌投与試験

肝毒性
LOAEL：6.1 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、LOAEL10）
TDI：6.1 μg/kg体重/日

雄の肝の脂肪変性
BMD：0.78 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10）
TDI：7.8 μg/kg体重/日



ジブロモクロロメタン≪案１≫

発がん性

ヒトに対して発がんの
可能性を否定できない

遺伝毒性の関与はないと考えられる

発がん性に対するTDI算出
肝細胞腺腫と肝細胞がん

LOAEL：50 mg/kg体重/日
BMD ：34.5 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、発がん性10）
TDI：34.5 μg/kg体重/日

非発がん性

ラット90日間強制経口投与試験

肝臓の病理学的損傷
NOAEL：21.4 mg/kg体重/日
(種差10、個体差10、亜急性毒性試験10）
TDI：21.4 μg/kg体重/日

ジブロモクロロメタン≪案２≫

非発がん物質

ラット90日間強制経口投与試験

肝臓の病理学的損傷
NOAEL：21.4 mg/kg体重/日
(種差10、個体差10、亜急性毒性試験10）
TDI：21.4 μg/kg体重/日



ブロモホルム≪案1≫

発がん性

ヒトに対して発がんの
可能性を否定できない

遺伝毒性の関与はないと考えられる

発がん性に対するTDI算出
大腸の腺腫瘍ポリープ及び腺がん

LOAEL：100 mg/kg体重/日
BMD ：100 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、発がん性10）
TDI：100 μg/kg体重/日

非発がん性

ラット90日間強制経口投与試験

肝細胞空胞形成の増加
NOAEL：17.9 mg/kg体重/日
（種差10、個体差10、亜急性毒性試験10）
TDI：17.9 μg/kg体重/日

ブロモホルム≪案２≫

非発がん物質

ラット90日間強制経口投与試験

肝細胞空胞形成の増加
NOAEL：17.9 mg/kg体重/日
(種差10、個体差10、亜急性毒性試験10）
TDI：17.9 μg/kg体重/日
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